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て
、
安
全
に
誘
導
。

②
狭
い
幅
で
設
置
が
可
能

細
い
支
柱
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

を
通
し
て
い
る
の
で
、
設
置
幅

が
少
な
く
、
既
存
幅
員
内
で
設

置
が
可
能
。

③
短
時
間
で
容
易
に
開
口
部
を

設
置事

故
等
の
緊
急
時
に
は
、
人

力
の
み
で
容
易
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
と
支
柱
を
取
り
外
し
、
ど
こ

で
も
開
口
部
を
設
け
る
こ
と
が

可
能
。

と
し
て
い
る
。
な
お
、
現
地
施

工
の
際
に
は
交
通
規
制
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

【
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
特
徴
】

①
高
い
衝
撃
緩
和
性
能

車
両
衝
突
時
に
中
間
支
柱
が

倒
れ
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
た
わ

み
が
車
両
の
衝
撃
を
緩
和
し

果
、
具
体
的
な
試
行
設
置
区
間

を
決
定
し
た
。

今
後
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

順
次
、
設
置
を
開
始
す
る
予
定

技
術
検
討
委
員
会
（
第
１
回)｣

に
お
け
る
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
試
行

設
置
路
線
の
選
定
を
受
け
、
関

係
機
関
と
協
議
を
実
施
し
た
結

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
・
中
日

本
・
西
日
本
は
、
平
成
28
年
12

月
26
日
の
「
高
速
道
路
の
正
面

衝
突
事
故
防
止
対
策
に
関
す
る

主
塔
の
塔
頂
（
海
上
約
３
０
０

ｍ
）
か
ら
見
る
３
６
０
度
の
大

迫
力
パ
ノ
ラ
マ

【
参
加
料
金
】

３
，
０
０
０
円
／
名(

中
学
生

は
半
額
１
，
５
０
０
円
／
名)

【
そ
の
他
】

当
日
、
大
雨
・
強
風
な

ど
の
影
響
に
よ
り
ブ
リ
ッ

ジ
ワ
ー
ル
ド
の
実
施
が
困

難
と
判
断
し
た
場
合
は
中

止
す
る
。

【
申
し
込
み
方
法
】

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
又

は
「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」
に
よ
る
申

し
込
み
で
先
着
順
。

予
約
の
受
付
け
は
、
２
ヶ

月
前
の
月
の
１
日
10：

00

か
ら
開
始
す
る
。

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
８
‐
７
８

７
‐
５
１
１
０

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
事
務

局Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
８
‐
７
８

４
‐
３
３
９
６

《
開
設
期
間
》

平
成
29
年
３
月
１
日(

水)

～
平
成
29
年
11
月
30
日

(

木)《
開
設
時
間
》

９：

00
～
17：

00

▽
高
所
及
び
閉
所
恐
怖
症

で
な
い
方

▽
当
日
、
飲
酒
を
し
て
い

な
い
方

▽
そ
の
他
、
安
全
確
保
等

の
た
め
の
注
意
事
項
を
守

っ
て
も
ら
う
。

【
募
集
人
員
】

午
前
の
部
及
び
午
後
の

部
、
そ
れ
ぞ
れ
42
名

【
集
合
場
所
】

『
橋
の
科
学
館
』
（
神
戸

市
垂
水
区
東
舞
子
町
４
‐

１
１
４
）

※
Ｊ
Ｒ
舞
子
駅
・
山
陽
電

鉄
舞
子
公
園
駅
・
高
速
舞

子
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
約
５

分【
ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
の

内
容
】

▽
『
橋
の
科
学
館
』
及
び

『
舞
子
海
上
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
』
の
見
学

▽
明
石
海
峡
大
橋
管
理
路

の
歩
行
（
往
復
約
２
㎞
）

▽
明
石
海
峡
大
橋
神
戸
側

Ｊ
Ｂ
本
四
高
速
で
は
、
世
界

最
長
の
吊
橋
で
あ
る
明
石
海
峡

大
橋
を
体
験
す
る
「
明
石
海
峡

大
橋
ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
」

を
、
４
月
１
日(

土)

よ
り
開
催

す
る
。

【
実
施
日
時
】

平
成
29
年
４
月
１
日(

土)

～
11

月
30
日(

木)

の
う
ち
、
木
・
金

・
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日

午
前
の
部
／
９：

30
～
12：

10

午
後
の
部
／
13：

30
～
16：

10

【
参
加
条
件
】

▽
中
学
生
以
上
の
方
（
中
学
生

は
、
大
人
の
同
伴
者
が
必
要
)

▽
自
分
で
２
㎞
以
上
の
歩
行
及

び
階
段
の
昇
降
が
で
き
る
方

Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
に
登
録
ま
た
は
登

録
予
定
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

で
、
対
象
期
間
内
に
、
富

士
川
本
線
料
金
所
を
Ｅ
Ｔ

Ｃ
に
て
通
過
し
、
六
郷
Ｉ

Ｃ
「
出
口
」
を
２
回
以
上

利
用
さ
れ
た
方
。

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
】

抽
選
の
う
え
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の

ポ
イ
ン
ト
２
，
０
０
０
ポ

イ
ン
ト
（
通
行
料
金
最
大

２
，
０
０
０
円
相
当
）
を

５
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は
、
平

成
29
年
３
月
19
日
（
日
）
の
中

部
横
断
自
動
車
道
（
六
郷
Ｉ
Ｃ

～
増
穂
Ｉ
Ｃ
の
開
通
を
記
念
し

て
、
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ

イ
ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

【
対
象
期
間
】

平
成
29
年
３
月
19
日
（
日
）
15

時
か
ら
５
月
31
日
（
水
）
24
時

ま
で

【
応
募
期
間
】

平
成
29
年
３
月
19
日
（
日
）
15

時
か
ら
６
月
５
日
（
月
）
24
時

ま
で

【
応
募
条
件
】

名
限
定

【
申
込
方
法
】

事
前
に
利
用
日
及
び
Ｅ
Ｔ
Ｃ

カ
ー
ド
番
号
等
の
情
報
を
「
阪

神
高
速
企
画
割
引
」
の
専
用
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
入
力
し
、
利
用

前
ま
で
に
申
し
込
む
。

【
実
施
日
】

平
成
29
年
３
月
18
日
（
土
）

か
ら
平
成
29
年
４
月
９
日(

日)

ま
で
の
土･

日･

祝
日

〈
１
日
乗
り
放
題
〉
期
間
中
の

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
／
計
９
日

間〈
２
日
連
続
乗
り
放
題
〉
期
間

中
の
連
続
す
る
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
／
計
５
回

【
利
用
回
数
】

実
施
期
間
中
、
１
枚
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
で
１
日
乗
り
放
題
・

２
日
連
続
乗
り
放
題
あ
わ
せ
て

４
回
ま
で
申
し
込
み
可
能
。

【
受
付
期
間
】

〈
１
日
乗
り
放
題
〉
平
成
29
年

３
月
10
日(

金)

か
ら
平
成
29
年

４
月
９
日(

日)

の
利
用
前
ま
で

〈
２
日
連
続
乗
り
放
題
〉
平
成

29
年
３
月
10
日(

金)

か
ら
平
成

29
年
４
月
８
日(

土)

の
利
用
前

ま
で

【
対
象
車
両
】

Ｅ
Ｔ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

又
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー

ド
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
行
す
る
普

通
車

【
定
員
】

各
設
定
日
〈
１
日
乗
り
放

題
〉
３
，
０
０
０
名
、
〈
２
日

連
続
乗
り
放
題
〉
２
，
０
０
０

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
で

は
、
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
お

出
か
け
に
利
用
で
き
る
「
阪
神

高
速
Ｅ
Ｔ
Ｃ
乗
り
放
題
パ
ス

《
２
０
１
７

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
》
」
を
販
売
す
る
。

【
商
品
内
容
】

利
用
者
が
事
前
に
申
し
込
み

さ
れ
た
日
に
つ
い
て
阪
神
高
速

道
路
（
大
阪
府
・
兵
庫
県
内
）

が
乗
り
放
題
と
な
る
。
提
携
施

設
で
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
付

き
。

〈
１
日
乗
り
放
題
〉
１
，
２
３

０
円

〈
２
日
連
続
乗
り
放
題
〉
２
，

２
６
０
円

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
こ
の
見
直
し
に
対
し
て
運
送
業

界
か
ら
色
々
な
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
つ
に
、
貨
物
の
積
載
に
関
し
て
は
荷
主

が
深
く
関
与
す
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
内
容

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
及
び
荷
主
に
対
す
る
見
直
し
内
容

等
の
周
知
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
要
望
の
背
景
に
は
、
荷
主
側
の
道
路

法
に
関
す
る
認
識
と
い
う
課
題
が
見
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
更
に
違
反
を
抑
止
し
て
い
く
た
め

に
は
、
違
反
者
に
対
す
る
取
締
等
の
直
接
的

な
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
荷
主
を
含
め

広
く
一
般
に
向
け
た
道
路
法
等
の
周
知
を
図

り
、
認
知
度
や
理
解
度
を
向
上
さ
せ
る
間
接

的
な
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
全
て
の
道
路
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

お
い
て
、
会
計
検
査
院
か
ら
「
大
口
・
多
頻

度
割
引
制
度
に
お
け
る
割
引
停
止
措
置
等

が
、
道
路
構
造
物
の
保
全
、
道
路
法
令
違
反

の
抑
止
等
に
つ
い
て
更
に
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
改
善
の
処
置
の
要
求
」
を
受

け
て
い
る
。

高
速
道
路
会
社
が
発
表
し
た
割
引
停
止
措

置
等
の
見
直
し
の
内
容
は
、
『
悪
質
な
違
反

者
（
即
時
告
発
）
に
対
す
る
対
応
強
化
』
、

『
措
置
命
令
等
の
発
出
基
準
に
応
じ
た
点
数

区
分
の
見
直
し
』
、
『
違
反
点
数
の
累
積
期

間
の
拡
大
』
、
『
違
反
項
目
の
見
直
し
（
軸

重
超
過
を
設
定
）
』
と
大
幅
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
違
反
の
抑
止
に
大
き
く
寄
与
す
る

量
違
反
者
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
を
強
化
し

て
い
る
が
、
特
に
最
近
の
報
道
で
目
に
す
る

の
は
、
高
速
道
路
会
社
か
ら
発
表
さ
れ
た

「
大
口
・
多
頻
度
割
引
制
度
」
に
お
け
る
割

引
停
止
等
措
置
の
見
直
し
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。

従
来
か
ら
高
速
道
路
会
社
は
、
悪
質
性
の

高
い
車
両
制
限
令
違
反
者
に
対
し
て
割
引
停

止
等
の
措
置
を
行
っ
て
い
た
が
、
重
量
超
過

等
の
違
反
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
違

反
車
両
に
対
す
る
徹
底
し
た
指
導
取
締
り
と

あ
わ
せ
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
割
引
停
止
措

置
等
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
を
平
成
28
年
９

月
に
発
表
し
た
。
ま
た
、
先
の
会
計
検
査
に

道
路
の
老
朽
化
対
策
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
車
両
の
総
重
量
や
軸
重

の
重
量
違
反
者
対
策
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
５
月
に
国
土
交
通
省
か
ら
出
さ

れ
た
「
道
路
の
老
朽
化
対
策
に
向
け
た
大
型

車
両
の
通
行
の
適
正
化
方
針
」
で
は
「
道
路

橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
の
劣
化
へ
の
影
響

は
、
軸
重
20
ト
ン
車
は
軸
重
10
ト
ン
車
の
約

４
，
０
０
０
台
相
当
と
な
り
、
０
．
３
％
の

重
量
を
違
法
に
超
過
し
た
大
型
車
両
が
道
路

橋
の
劣
化
の
約
９
割
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
道
路
の
老
朽
化
の
原
因
が
重
量

違
反
車
両
の
通
行
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
老
朽
化
を
早
め

る
原
因
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
状
況
を
受
け
、
各
道
路
管
理
者
は
重

重
量
違
反
者
対
策

【工事通行止め】

◇磐越自動車道
津川IC～新潟中央JCT 4月4日(火～4月23日(日)各日20:00～翌6:00

◇日本海東北自動車道
聖籠新発田IC～荒川胎内IC 4月4日(火)～4月27日(木)各日20:00～翌6:00

◇浜田自動車道
旭IC～浜田IC 4月3日(月)～8日(土)10日（月)～15日(土)各日20:00～翌6:00

4月17日(月)～22日(土)24日(月)～28日(金)各日20:00～翌6:00

◇山陰自動車道
旭IC～浜田IC 4月3日(月)～8日(土)10日(月)～15日(土)各日20:00～翌6:00

4月17日(月)～22日(土)24日(月)～28日(金)各日20:00～翌6:00

◇山陰自動車道
江津IC～浜田東IC 4月17日(月)～22日(土)24日(月)～28日(金)各日20:00～翌6:00

【工事規制】

◇中央自動車道

高井戸IC～八王子IC 5月15日（月）0:00～5月19日（金）24:00

5月22日（月）0:00～5月26日（金）24:00

◇東名阪自動車道・名古屋第二環状自動車道
名古屋IC(名二環)～亀山IC(東名阪) 5月29日(月)0:00～6月3日(土)6:00

6月5日(月)0:00～6月10日(土)6:00

ワイヤロープ設置区間

道路名

NEXCO東日本 試行設置延長 合計約70.2km

道央道

道東道

秋田道

日東道

磐越道

NEXCO中日本 試行設置延長 合計約4.4km

東海環状道

紀勢道

舞鶴若狭道

NEXCO西日本 試行設置延長 合計約38.7km

浜田道

山陰道

松山道

東九州道

試行設置IC間

落部IC～八雲IC

八雲IC～国縫IC

黒松内JCT~豊浦IC

夕張IC～むかわ穂別IC

むかわ穂別IC～占冠IC

北上西IC～湯田IC

湯田IC～横手IC

横手IC～大曲IC

秋田南IC～秋田中央IC

聖籠新発田IC～中条IC

中条IC～荒川胎内IC

西会津IC～津川IC

三川IC～安田IC

新津IC～新潟中央JCT

富加関IC～美濃関JCT

勢和多気IC～大宮大台IC

若狭三方IC～若狭美浜IC

旭IC～浜田JCT

江津IC～江津西IC

大洲北只IC～西予宇和IC

門川IC～日向IC

西都IC～宮崎西IC

末吉財部IC～国分IC

試行設置区間延長

約8.0km

約6.4km

約6.6km

約3.0km

約2.0km

約2.2km

約5.7km

約6.3km

約3.5km

約8.3km

約7.5km

約3.4km

約2.5km

約4.8km

約1.8km

約1.1km

約1.5km

約10.3km

約2.8km

約5.8km

約3.0km

約8.6km

約8.2km

車両が受ける衝撃を緩和車両が受ける衝撃を緩和

細い支柱細い支柱人力で開口部が設置可能人力で開口部が設置可能
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